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Blackboard セルフラーニング 

  

1. 概要 

Blackboardセルフラーニングは、メディアセンターが授業支援システム Blackboard

で提供している e-ラーニングコンテンツである。本学の学生、教職員であれば、学内

からはもちろんのこと、インターネット環境のある自宅等の学外からもアクセス可能

となっている。提供しているコースは以下のとおりとなっている。 

(1). Study Skillコース 

① レポート作成入門 

② プレゼンテーション入門 

③ ディベイト入門 

④ インフォメーションスキル入門 

(2). 情報倫理コース 

① INFOSS情報倫理 

② INFOSS情報倫理（英語版） 

(3). Office 2016コース 

① Word 2016入門 

② Power Point 2016入門 

③ Excel 2016入門 

(4). 統計データコース（統計データ学習） 

① すたまる 

② ミクロ統計分析入門 

(5). 語学コース 

① 中国語検定 過去問 WEB 

(6). その他 

① 教職員のための情報倫理とセキュリティ 

 

2. 利用状況 

例年、春学期に経済学部の授業で利用される「INFOSS情報倫理」、全学共通科目とし

て通年利用されている「中国語検定過去問 Web」、リサーチ・イニシアティブセンター

が新入教職員への e-ラーニングコンテンツとして薦めている「教職員のための情報倫

理とセキュリティ」はコンスタントに利用されている。 

それ以外のコースについては、年度初めに Officeの各コース、レポート作成入門等

の利用者があるものの、秋学期以降は利用者が少ない状況が続く。2017 年度から試験

的に導入した「INFOSS情報倫理 英語版」は当初 10数名の登録者がいたが、最後まで

英語版で視聴し、課題・テストまで受ける学生はいなかった。 
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3. 2017年度のまとめ 

講義等で使用されている一定の利用者が見込まれるコース以外は、内容の見直しや

コンテンツの追加、削除を行う検討時期に入っていると思われる。Officeコースは 2013

から 2016へとバージョンアップしたが、利用者にあまり変化はなかった。 

2017年度は、ここ数年 10名程度（年間）の利用者しかいなかった「インフォメーシ

ョンスキル入門」を廃止し、「INFOSS 情報倫理 英語版」の試用を始めることにした。

英語版については当初 10数名の登録者がいたが、最後まで英語版で視聴し、課題・テ

ストまで英語版で受ける学生はいなかったが、今後は授業内での周知、留学生への広報

活動等を行っていきたい。 

表 1：コース別利用者数 年間推移 

図 1：コース別利用者数 年間推移 


